
        

ふりがな  まつやまし 
応募者名  松山市 
ふりがな  まつやまこういき としけいかくどうろ はなぞのまちせん せいびじぎょう 

事業の名称  松山広域都市計画道路 花園町線整備事業 
ふりがな  まつやまし 
事業主体  松山市 
ふりがな  えひめけんまつやまし 

実施都市名  愛媛県松山市 

事業概要 
（400字以内） 

 花園町線は、交通拠点である「伊予鉄松山市駅」と国道５６号を介して松山空港やJR松山駅、松山港等を結ぶ幹
線街路で、全国に現存する天守１２のうちの１つである松山城を有する「城山公園」を結ぶ街路である。 
 今回、未整備区間の２５０ｍについて、無電柱化及び道路空間再配分を行ったものである。 
 具体的には、総幅員はそのままで、自動車通行機能（２車線）は確保しつつ、良好な景観を阻害していた電線類を
地中化するとともに、自転車道の新設や歩行空間の拡大を行う、道路空間の再配分のほか、松山城などの史跡景
観へ続くシンボルロードに相応しい、自然石舗装や鋳鉄製の照明灯、また、県産材を用いたウッドデッキやベンチを
備えるなどの景観整備を実施している。また沿線には、松山が生んだ俳人「正岡子規」の生誕地があるため、植樹
帯には子規ゆかりの草花を植えるなど、地域資源を生かした街路整備を進めている。 

事業規模 
○事業延長：２５０ｍ ○幅員：４０ｍ 

○事業費：１２．５億円 ○事業期間：H２３～２９ 

事業の目的 

 本路線では、隣接する城山公園（国指定史跡）にあった国立がんセンターやスポーツ施設の郊外移転等により、通
行量の減少や空き店舗の増加に加え、歩道に並ぶ大量の放置自転車など、商業活性化や安全・景観面での課題を
抱えていた。また、自動車交通は、伊予鉄松山市駅を利用するための交通はあるものの、ピーク時の約半分まで減
少し２車線で処理できる状態となっていた。このような中、安全に歩いて、健康で、生き生きと暮らせる、そして賑わ
いを生み出す空間の創出を目的に、必要な自動車交通の通行を阻害することなく、車優先から歩行者や自転車と
いった遅い交通に配慮した空間への改築整備を行ったものである。 

事業効果 
（効果一覧を参考に 
具体的な効果を記入） 

 整備後の交通量調査で、歩行者は約2倍に増加したほか、新たに整備した自転車道の利用で、安全性や快適性
が大きく高まった。また、整備前に約370台あった放置自転車は殆どなくなった。 
 さらに、過去10年間減少を続けていた地価が上昇（1.2％）に転じるなど、地域経済の活性化にも効果があった。 

地元対応等 
 ・地域住民との協働等 
 ・合意形成等を図ったか 
 ・地域に配慮した点 

 整備に際しては、地元説明会に加え、地権者やテナントを戸別訪問するなど、対話を重ねながら検討を進めた。加
えて、有識者、地元代表者、交通事業者、行政などが参画する懇談会や、地域住民や学生、公募者などによるワー
クショップを開催し、空間の活用方法についての意見交換を行った。 
 模型やミクロ交通流シミュレーションなどの様々なツールの活用や、社会実験による効果検証を経て、最終的な合
意形成を図った。 
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事 業 位 置 図 
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整備後 
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路線全体の進捗状況 
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都市計画道路3.1.1花園町線 総延長L=310m W=40m 

未施行区間 L=60m 
2023年完成予定 

今回応募区間 L=250m H29年度完成 
H29年9月23日供用開始（改築） 
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3.4.20南堀端千舟町線 



平成２３年３月撮影 

事 業 前 写 真 
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事 業 後 写 真 

平成２３年３月撮影 

平成２３年３月撮影 

平成２９年１０月撮影 

平成２９年１０月撮影 

平成２９年１０月撮影 

• マイカー優先の道路
幅員構成 

• 自動車の減少により
空間が有効に使われ
ていない 

• 暗い歩行環境 
• アーケードの老朽化 
• 林立する電柱や放置

自転車による景観の
悪化 

• 放置自転車やのぼり
旗など路上占拠物に
よって歩道が狭くなっ
ている 

• 歩行者や自転車と
いった「遅い交通」に
配慮した空間へ再編 

• 自転車道の新設 

• 無電柱化による良好
な景観の創出 

• 道路と一体となった
建物側の景観（ファ
サード）整備 
 
 

• ウッドデッキのある開
放的な空間 

• ベンチや子規ゆかり
の植栽設置により「憩
い」の空間を創出 
 



花園町線の事業効果アピール資料１ 
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12％減 

86％増 

効果2 
毎月1回地元主催によるマルシェイベントが誕生 
毎回６～８，０００人が来場（主催者調べ） 
家族連れなど、新たな来街需要を誘発 

@Norihito Yamauchi 

効果1 
歩行者が安心して通行できる空間へとリニューアル 
自動車の渋滞も発生していない 
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		花園町通り　交通量推移 ハナゾノマチドオコウツウリョウスイイ

		年代 ネンダイ		自動車/24h ジドウシャ		自転車/12h ジテンシャ		歩行者/12h ホコウシャ

		1999		12,144		2,602		3,570		36,578		火曜日 カヨウビ

		2001		11,690		2,867		4,581		37,194		火曜日 カヨウビ

		2006		9,039		2,629		5,449		39,030		木曜日 モクヨウビ

		2008		8,500		2,337		2,955		39,771		水曜日 ミズヨウビ

		2015		7,857		2,508		4,507		42,299		木曜日 モクヨウビ

		2017		7,460		2,211		5,512		43,048		木曜日 モクヨウビ

		自転車道遵守率 ジテンシャドウジュンシュリツ

				歩道を走行 ホドウソウコウ		自転車道を走行 ジテンシャドウソウコウ		車道を走行 シャドウソウコウ

				366		1,812		13

		歩道遵守率 ホドウジュンシュリツ

				歩道を通行 ホドウツウコウ		自転車道を通行 ジテンシャドウツウコウ

				5,417		95
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自転車道の遵守率
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歩道の遵守率



		「花園町通り」リニューアル後の効果 ハナゾノマチドオゴコウカ																				内部資料 ナイブシリョウ

		　1．歩行者の増加 ホコウシャゾウカ

				調査日：平成29年11月9日（木）時間：7～19時 チョウサビヘイセイネンガツニチモク

																						※出典：松山市交通量調査 シュッテンマツヤマシコウツウリョウチョウサ

																						※出典：松山市交通量調査 シュッテンマツヤマシコウツウリョウチョウサ

		　2．地価上昇 チカジョウショウ

																						※出典：地価公示（国土交通省） シュッテンチカコウジコクドコウツウショウ
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歩行者は約2,500人（87％）増加

自転車道の遵守率
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		花園町通り　交通量推移 ハナゾノマチドオコウツウリョウスイイ

				自動車 ジドウシャ		自転車 ジテンシャ		歩行者 ホコウシャ

		整備前（2008年） セイビマエネン		8,500		2,337		2,955

		整備後（2017年） セイビゴネン		7,460		2,211		5,512



2008年以降減少

0.8％上昇
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通行量の変化
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松山市花園町4番7外


2003 市民球場閉鎖


2006 四国がんセンター移転


2005 松山競輪場移転
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松山市花園町4番7外


2011/12 第１回地権者等説明会


2013/1～2 東通りアーケード撤去


2016/7 ファサード整備


2012/11 社会実験






建物・道路が一体となった景観の形成 
（道路整備に合わせ地元主体で外壁や看板・テントのデザインを統一） 

正岡子規生誕地としての歴史・文化を感じる空間創出 
（俳句で詠んだ草花の植栽、子規の直筆を冠した照明柱） 

全国有数の自転車利用都市であることを生かした街路改築 
（車道だった部分を、自転車道や路上駐輪場に再細分） 
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花園町線の事業効果アピール資料２ 

自然素材の使用 
（石・鉄・木など本物の素材を使用） 



受賞歴・報道資料１ 
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平成29年11月20日愛媛新聞 平成29年9月24日愛媛新聞 



受賞歴・報道資料２ 
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平成30年5月22日愛媛新聞 

平成30年8月4日愛媛新聞 平成30年10月4日愛媛新聞 
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